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ī ᷂ Џ̝ ǯǶ 

 

῝Ặ τΣΪϥ ▄ʾὨ▄τἰϥᵓὓ πψʺ ▄χ ʾᶎםσִי“Ϭ ϥρ

ΜΞḢ Τϣʺ⅞ ʾ⅞ τϢϥᾝỲ ◦χᵓὓˢ ꜠ ṜʾᾝỲ︠ṰˣΥ⅜ ήϦοΜϘ

βʻ 

ԁ ∞̋ χ Ϭ‰ϛʺ ϬϢϤ τ ϥḢ Τϣ ᾝ̋Ỳ ◦πψ ӃπΦ

σΜІЕАϼ ˢⱢ▀ʾ №ˣϞʺᾋΠτΨΜЀІЕ ˢᾚᴣ Ẁ ˣϬ Ϟṳᵓ

τ βϥθϛτʺ ▄ʾὨ▄τἰϥᵓὓ Ϭ ḁβϥϜχρΰοʺ ꜠ Ṝʾ ︠

ṰτϢϥᵓὓˢ ῝ᵓὓˣχ Υ ρσϤϘβʻ 

πψʺ 26 ͐Ὦτ ᾧ̋ Ɫ▀ χ ρ ꜠ Ṝχ Ϭ ρΰθ∞

χ⌠ τḩβϥˮ ԁ σṁ ˯Υˮ₈ῇχ ῝ᵓὓχ τḩβϥᾆẕᵓ ⁮ ˯τ

ΣΜοꜘήϦϘΰθ Ϙ̒θʺ 27 ͍Ὦτψˮ ԁ σṁ τϢϥ ῝ᵓὓχ

τνΜο˯Υ ήϦʺԁ Ⱨ ›ʾῲӽ ›ϬḯϚ οχ ῝Ặ τʺᾖ ρΰο

29 Ϙπτʺ ԁ σṁ τϢϥ∞ Ϭ⌠ βϥάρΥ ήϦʺ οχ ῝

Ặ τΣΜοʺ ԁ σṁ τϢϥᾧ Ɫ▀ χ ẉό∞ χ⌠ Υḁ ΰο

ΜϘβʻ 

₈ῇψ ᾧ̋ Ɫ▀ ẉό∞ Ϭ τ  ʾ⌠ ΰʺ ΤϤϞβΨᵫꜘβϥρρϜ

τ Ὂ̋ ᶓϞ ⱨ ḧ ᶓ ∞̋ χ Τϣ ϣϦϥ◙ Ϭ Μθ Ϭ“Μʺ

Ɫ▀Ḛ Ϟ ▄ ʺ“ ᴣ τᶨ βϥάρΥṍ ήϦϘβʻ 

 

 
地方公会計の意義 
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官庁会計だと、車にかかる費用は 2年目以降は年 10万円しかかかっていないように見えますが、 

実質的には年 30万円かかっていることが見える化されます。 

 

これまでの会計（官庁会計）で見える負債 

 →地方債の残高のみ 
 

地方公会計で見える負債 

 →地方債に加えて、退職手当の支給見込額な

ど、今後支払う必要がある負債の残高 

これまでの会計（官庁会計）で見える資産 

 →ほぼ現金預金の残高のみ 
 
地方公会計で見える資産 

 →現金預金に加えて、土地、建物、道路、未収

金などの資産の残高 

 全ての資産と負債を「見える化」することで、 

例えば 

 ●今ある固定資産を更新するためには、今後どの

くらいのお金が必要なのか？ 

 ●今ある負債を減らしていくためには、今後どの

くらいの備えがいるのか？ 

  

など、中長期的な「やりくり」を考える材料が得ら

れます。 

資産 

負債 

純資産 

 

地方公会計のポイント① －ストック情報（資産・負債） 

地方公会計のポイント② －見えにくいコスト情報（減価償却費） 

 

100           

                

           

           

20           

20           

20           

20           

20  20  20  20  20  20 

                

 

実際の支出 
以降支出なし 

100 

実際の支出 ５年かけて 100万円を使っていると考える 

100  

 

        

 100     -         -         -         -     100  

 10 10 10 10 10 50  

 110 10 10 10 10 150  

 

       

 

 
20 20 20 20 20 100 

 10 10 10 10 10 50 

 30 30 30 30 30 150 
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Ĭ ᷂ Џ̝ ǲȏȒ ҵ ǵ  

 

ˮ ԁ σṁ ˯τϢϥ∞ ψʺӟᴞχ͐ π  ήϦʺ ῀τḩ ΰοΜϘβʻ 

 

  

構成（略称）

資金収支計算書（ＣＦ）
（Cash Flow statement）

純資産変動計算書（ＮＷ）
（Net Worth statement）

行政コスト計算書（ＰＬ）
（Profit and Loss statement）

貸借対照表（ＢＳ）
（Balance Sheet）

内容

一会計期間（４月１日から３月31日）の現金の受払いを３つの区分で表示し
たもの

一会計期間（４月１日から３月31日）の純資産（及びその内部構成）の変動
を表示したもの

一会計期間（４月１日から３月31日）の費用・収益の取引高を表示したもの
→現金収支を伴わない減価償却費等も費用として計上

基準日時点（３月31日）における財政状態（資産・負債・純資産の残高及び
内訳）を表示したもの

① 
② 

 ③

 前年度末資金残高  　固定資産等の変動

 本年度末資金残高  本年度末純資産残高

 前年度末純資産残高

 　投資活動収支  　純行政コスト（△）

 　財務活動収支  　財源

 純資産

 　うち現金預金

 　業務活動収支

 　臨時損失

貸借対照表（ＢＳ） 行政コスト計算書（ＰＬ）

資金収支計算書（ＣＦ） 純資産変動計算書（ＮＷ）

　　① 貸借対照表の資産のうち「現金預金」の金額は、資金収支計算書の本年度末資金残高
　　　 に本年度末歳計外現金残高を足したものと対応します。
　　② 貸借対照表の「純資産」の金額は、純資産変動計算書の本年度末純資産残高と対応し
　　　 ます。
　　③ 行政コスト計算書の「純行政コスト」の金額は、純資産変動計算書に記載されます。

 ＋本年度末歳計外現金残高

 資産  負債  　経常費用

 　経常収益

 　臨時利益

 純行政コスト
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πψʺ χ πΚϥˮԁ ᵓὓ ˯Ϭṁ ρΰθˮԁ ᵓὓ ∞ ˯ʺζϦ

τ ῝ְⱧỘᵓὓϬḯϛθ χˮ ∞ ˯ʺήϣτḩ Ϭḯϛοϋρν

χ“ Ђ˔РІם☼︠ ρΰορϣΠθˮ Ὣ∞ ˯Ϭ⌠ ΰοΜϘβʻ 

Ὣ χḩ ψʺ ρ ὀẸ ΰο“ Ђ˔РІϬם☼ΰοΜϥ Τ Τπ

ΰοΣϤʺϘθʺ Ɫχᶤ›ϞὊ ᶤ›τᴂαο Ὣʺ ὫχΜγϦΤ

χ τϢϤ ὫΰοΜϘβʻ 

 

     

 日野町  一部事務組合 

広域連合 

独立行政法人 

地方三公社 

第三セクター 等 

 

 
一般会計 

特別会計   

  うち公営企業会計   

 一般会計等 地方公営事業   
      

 一般会計等財務書類     

 全体財務書類    

 連結財務書類  
   
        

連結財務書類 
  

          
      

全体財務書類 
    

          
    

一般会計等財務書類 
 

   ・水道事業会計 
  

       

    ・一般会計  ・国民健康保険特別会計   

      ・介護保険特別会計   

      ・後期高齢者医療特別会計   

      ・簡易水道特別会計   

      ・農業集落排水事業特別会計   

 【一部事務組合・広域連合】  

 ・滋賀県市町村職員退職手当組合  ・滋賀県後期高齢者医療広域連合  

 ・滋賀県市町村交通災害共済組合  ・八日市布引ライフ組合  

 ・滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合  ・中部清掃組合  

 ・滋賀県市町村職員研修センター  ・東近江行政組合  

 【地方三公社・第三セクター等】  

 なし  

   

 

σΣʺ῝Ặᴞ ⱧỘ ᵓὓτνΜοψʺ ͎ Τϣ ῝ְḼỘ χ∞ ṛ

Ϭ βϥθϛʺ ᾕ Ϙπψ Ὣ ᵰρΰοΜϘβʻϘθʺⱴᵎᾉ◕ ῖ

←ᵲẶↄ ›ψ ᾕ πᵔ╩ΰϘΰθχπʺ ͎ πψ Ὣ ᵰρσϤϘβʻ 
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ĭ Εᾍ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【主な着目ポイント】 

①固定資産と固定負債、流動資産と流動負債の比較 

→長期で返す負債（固定負債）への備え（固定資産／基金など）、 

短期で返す負債（流動負債）への備え（流動資産／現預金など）は十分か。 

②左側（借方）の固定資産の減価償却の進み具合 

→固定資産の老朽化の具合はどうか。 

③右側（貸方）の負債と純資産の割合 

  →負債が多過ぎると返すのが大変。 

貸借対照表は、基準日時点（３月31日）における財政状態（資産・負債・純

資産の残高及び内訳）を表示したものです。 

 

 

 資 産  負 債 

固定資産 

固定負債 

流動負債 

純資産 

流動資産 

 

返済の必要 

があるお金 

（地方債など） 

返済の必要 

がないお金 

（税金など） 

 

どんな資産を 

保有しているか？ 

「負債」「純資産」には、資産の取

得に要した“財源”の内訳が示され

ています。 

「資産」には、行政サービスを提供

するために、本町が取得、保有して

いる“資産”の内訳が示されていま

す。 
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貸 借 対 照 表 

（令和２年３月31日現在） 
         （単位：百万円） 

科目 一般会計等 全体 連結 科目 一般会計等 全体 連結 

資 産 35,387 42,203 44,132 負 債 10,457 13,225 13,775 

 固定資産 33,658 38,880 40,521  固定負債 9,623 12,137 12,554 

  有形固定資産 31,668 37,004 38,499   地方債 7,727 9,117 9,310 

   事業用資産 13,135 13,135 13,987   長期未払金 -  -  -  

   インフラ資産 18,238 23,436 23,455   退職手当引当金 1,805 1,871 2,088 

   物品 295 433 1,056   損失補償等引当金 91 91 91 

  無形固定資産 21 22 31   その他 -  1,057 1,064 

  投資その他の資産 1,969 1,853 1,991  流動負債 834 1,089 1,222 

   うち 基金 1,497 1,664 1,801   １年内償還予定地方債 703 854 967 

 流動資産 1,729 3,323 3,612   未払金 -  95 95 

  現金預金 516 1,757 1,889   未払費用 -  -  -  

  未収金 20 177 177   賞与等引当金 111 119 137 

  短期貸付金 1 1 1   預り金 21 21 21 

  基金 1,193 1,390 1,546   その他 -  -  2 

  棚卸資産 -  0 0 純資産 24,930 28,978 30,357 

  その他 -  -  -   固定資産等形成分 34,852 40,271 42,067 

  徴収不能引当金 △0 △2 △2  余剰分（不足分） △9,921 △11,293 △11,710 

資産合計 35,387 42,203 44,132 負債及び純資産合計 35,387 42,203 44,132 

 

ԁ ᵓὓ ∞ ʺ ∞ ẉό Ὣ∞ χⱢ▀ʺ №Ϭ ᶓβϥρʺ π

ψ σςχϱрТжⱢ▀ϞʺζχⱢ▀Ἱ χθϛτ “ΰθ №ρΜΞ №Ϭ β

ϥάρʺ Ὣπψḩ χⱢ▀ʺ №Υ›▄ήϦϥάρΤϣʺԁ ᵓὓ Τϣ ʺ Ὣ

ψⱢ▀ʺ №ρϜτ ᴥΰϘβʻ 

ᾧ Ɫ▀ψ︠τ ʾὺ ʾῬ⌠ σςχ Ἱᾧ Ɫ▀πΚϤʺ Ɫ▀ψ︠τ∞

ṁỲρᾝỲ ỲρΜμθˮβΩτ►ΠϥΣỲ˯σςπβʻ 

Ɫ▀ρ №s βΩτ ↄΰσΜρΜΪσΜ №σς Ϭx ᶓβϥρ ԁ̋ ᵓὓ

ʺ ʺ Ὣχ οτΣΜο Ɫ▀Υ №Ϭ ᵕμοΣϤʺ ṍ τψ χ∞

χӗ ψ‰Μ ệπβʻ 

ʺᾧ №ˢ τ ↄΰσΜρΜΪσΜ №σςˣτ βϥ Πρΰοʺᾧ

Ɫ▀ʾ Ɫ▀ χˮṁỲ˯ΥΚϤϘβΥʺ₈ῇϜ ΠϬὋ ΰοΜΨ ΥΚϤϘβʻ  
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˲ סּ ˢԁ ᵓὓ ˣ Ὂ ᶓ˳ 

貸 借 対 照 表 
（単位：百万円） 

科目 H29（①） H30（②） R01（③） 
増減 

（②－①） 

増減 

（③－②） 

資 産 37,217 36,255 35,387 △962 △868 

 固定資産 35,746 34,576 33,658 △1,170 △918 

  有形固定資産 33,789 32,635 31,668 △1,154 △967 

   事業用資産 13,668 13,477 13,135 △191 △342 

   インフラ資産 19,842 18,857 18,238 △985 △619 

   物品 279 301 295 ＋22 △6 

  無形固定資産 21 24 21 ＋3 △3 

  投資その他の資産 1,936 1,917 1,969 △19 ＋52 

   うち 基金 1,470 1,442 1,497 △28 ＋55 

 流動資産 1,472 1,678 1,729 ＋206 ＋51 

  現金預金 474 543 516 ＋69 △27 

  未収金 25 22 20 △3 △2 

  短期貸付金 1 1 1 △0 △0 

  基金 972 1,113 1,193 ＋141 ＋80 

  棚卸資産 -  -  -  -  -  

  その他 -  -  -  -  -  

  徴収不能引当金 △0 △0 △0 ＋0 ＋0 

資産合計 37,217 36,255 35,387 △962 △868 

負 債 10,765 10,687 10,457 △78 △230 

 固定負債 10,019 9,868 9,623 △151 △245 

  地方債 8,092 7,994 7,727 △98 △267 

  長期未払金 -  -  -  -  -  

  退職手当引当金 1,836 1,783 1,805 △53 ＋22 

  損失補償等引当金 91 91 91 -  -  

  その他 -  -  -  -  -  

 流動負債 746 819 834 ＋73 ＋15 

  １年内償還予定地方債 623 690 703 ＋67 ＋13 

  未払金 -  -  -  -  -  

  賞与等引当金 101 104 111 ＋3 ＋7 

  預り金 22 26 21 ＋4 △5 

  その他 -  -  -  -  -  

純資産 26,453 25,567 24,930 △885 △637 

 固定資産等形成分 36,719 35,690 34,852 △1,029 △838 

 余剰分（不足分） △10,266 △10,123 △9,921 ＋143 ＋202 

負債及び純資産合計 37,217 36,255 35,387 △962 △868 
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ԁ ᵓὓ χ סּ ϬὊ ᶓΰϘβʻ 

ᾕ ρ 30 Ϭ ᶓβϥρʺⱢ▀ψ͕ᴑדᾚ ΰοΜϘβʻ 

ᾕ ψʺ ᶹᶝ χ ῬⱧʺ χ ЪрФּכ† ʺ ᶘ 

χЕϱйᵠ ῬⱧϞ ׄ Ɫ עꜘ ῬⱧσςχ ṛ ⱢϬ“μθԁ ʺᵃẠτ

︡ ΰθᾧ Ɫ▀χᾚᴣ Ẁs ẏᴟ χxỲᶛΥ ṛ ⱢᶛϬ ᵕμθάρτϢϥᾧ Ɫ▀

χᾚ Υ︠σ πβʻ 

σΣʺ Ɫ▀χṁỲψʺ 30 Τϣ͍ᴑד ᴥΰοΜϘβʻP17χⱢỲ ◦ὓ▄

πϜ ϓϘβΥʺễӾ☼ ⱢỲ ṁỲẉό∞ ṁỲσςχ ᴥτϢϥϜχπβ  ̒

ʺ ᾕ χ №ψʺ 30 Τϣ͎ᴑדᾚ ΰοΜϘβʻ 

άϦψʺᵃ τ “ΰθ №χ ↄΥ ϭιάρτϢϥϜχπβʻ 

ˮⱢ▀˵ № π˯Κϥ Ɫ▀ˢ ↄβϥ χσΜ∞ᾛˣψʺ 30 Τϣ

ᾕ τΤΪο͒ᴑדᾚ ΰοΜϘβʻ 

άϦψ P̋14χ Ɫ▀ ὓ▄ τνΜοχṜ∏χ Ϥʺ ᾕ χ“ ЀІЕΥ∞ᾛ

Ϭ ᵕμθάρτϢϥϜχπβʻ 
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Į ȱȷɆ  

 

 

 

ḼỘᵓὓπΜΞ ▄ὓ׃ τᵺ ΰϘβΥ “̋ ЀІЕὓ▄ πψ ☼̋ χ► ʺ

χ ᴣρσϥ χϙΥ ρΰοὓ׃ ήϦʺ ỲϞ⁯ᾉ Τϣχ Ỳψ Ɫ▀

ὓ▄ τὓ ήϦϘβ ά̒χθϛʺ χ ῝Ặ ψ Υ Ϭ׃ ᵕϥὫᴮρσϤϘ

βʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経常経費 

 業務費用 

  人件費、物件費など 

  行政サービスの提供のた

めに実質的に消費された

費用 

経常収益 

 使用料など、行政サービス

の提供のために直接得た収

益 

 

 移転費用 

  社会保障給付や補助金な

ど個人・法人に給付した

費用 

 

臨時損失 

災害復旧費や資産売却損な

ど臨時的な損失 

 

臨時利益 

資産売却益など臨時的な利

益 

 

純行政 

コスト 

【主な着目ポイント】 

①比較 

 →単年度ではなく複数年度の推移を比較するなど「比較」が重要。 

②減価償却費 

 →資金収支計算書とは異なり、P2で述べた減価償却費などの「見えにくいコスト」 

（お金の支払は以前に済んでいる（または後で払う）が、実質的にその年度で負 

担している費用）が含まれている。 

③減価償却費と投資額（※）の比較（あくまで目安） 

 →減価償却費＞投資額 

  ⇒固定資産の老朽化が進んでいる   

 →減価償却費＜投資額 

  ⇒将来の費用（減価償却費や維持管理費）が増える 

（※）資金収支計算書の「投資活動支出（公共施設等整備費支出）」  

行政コスト計算書は、一会計期間（４月１日から３月 31日）の費用・収益

の取引高を表示したものです。 
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行政コスト計算書 

自 平成31年４月１日 

至 令和２年３月31日 
（単位：百万円） 

科目 一般会計等 全体 連結 

経常費用 9,281  13,850 16,195 

 業務費用 4,910 5,889 6,491 

  人件費 1,626 1,746 1,993 

  物件費等 3,201 3,935 4,286 

   うち 減価償却費 1,418 1,683 1,826 

  その他の業務費用 83 208 213 

 移転費用 4,371 7,961 9,704 

  補助金等 2,209 6,384 8,128 

  社会保障給付 1,198 1,209 1,209 

  他会計への繰出金 961 363 -  

  その他 3 6 367 

経常収益 212 858 1,165 

 使用料及び手数料 100 679 736 

 その他 112 179 429 

純経常行政コスト 9,069 12,992 15,030 

臨時損失 0 2 9 

臨時利益 2 2 2 

純行政コスト 9,067 12,992 15,037 

 

“ ЀІЕψʺԁ ᵓὓ πψ91ᴑדʺ ᵓὓϬḯϛθ πψ130ᴑדʺḩ

Ϙπḯϛθ Ὣπψ153ᴑדπβʻ 

︠σ ψ Ὧ ʺ Ὧ ʺ Ỳ πβʻ Ὧ ψ Ԍχẚ ʺ Ὧ ψ︠τ☼

χӲⱱ Ϟᾧ Ɫ▀χᾚᴣ Ẁ ᶆ̋ “ Ђ˔РІ ằτἰϥӦ σςʺ Ỳ

ψʺ τ βϥ ỲϞʺ ├ τϢϥ Ỳ ΥḯϘϦϘβʻ 

Ч˔Ѕχ Ϥʺ τψʺ χᾝỲ◦ Ϭ Ξ χϕΤ ᾚ̋ᴣ Ẁ ρΜμθ

τψᾝỲ◦ Ϭ ϩσΜ ϜḯϘϦοΜϘβʻ 
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˲“ ЀІЕὓ▄ ˢԁ ᵓὓ ˣ Ὂ ᶓ˳ 

行政コスト計算書 
（単位：百万円） 

科目 H29（①） H30（②） R01（③） 
増減 

（②－①） 

増減 

（③－②） 

経常費用 9,125 9,388 9,281 ＋263 △107 

 業務費用 5,210 5,225 4,910 ＋15 △315 

  人件費 1,595 1,603 1,626 ＋8 ＋23 

  物件費等 3,507 3,530 3,201 ＋23 △329 

   うち 減価償却費 1,804 1,805 1,418 ＋1 △387 

  その他の業務費用 108 92 83 △16 △9 

 移転費用 3,915 4,163 4,371 ＋248 ＋208 

  補助金等 1,832 2,028 2,209 ＋196 ＋181 

  社会保障給付 1,132 1,176 1,198 ＋44 ＋22 

  他会計への繰出金 919 945 961 ＋26 ＋16 

  その他 32 14 3 △18 △11 

経常収益 248 268 212 ＋20 △56 

 使用料及び手数料 126 125 100 △1 △25 

 その他 122 143 112 ＋21 △31 

純経常行政コスト 8,877 9,121 9,069 ＋244 △52 

臨時損失 16 28 0 ＋12 △28 

臨時利益 19 1 2 △18 ＋1 

純行政コスト 8,873 9,147 9,067 ＋274 △80 

 

ԁ ᵓὓ χ“ ЀІЕὓ▄ ϬὊ ᶓΰϘβʻ 

ᾕ χ “ ЀІЕψʺ 30 τ ϓο͍ᴑדχᾚ ρσμοΜϘβʻ︠ τᾚ

ᴣ Ẁ ϬḯϚ Ὧ Υᾚ ΰθάρτϢϥϜχπβʻ 

τΣΜοψʺ τᾚᴣ Ẁ χϳϴϱЕΥ ΦΨʺὊ 93ᴑדχΞκ14ᴑדΥ

ᾚᴣ Ẁ ρσμοΜϘβʻa τ︡ ΰθᾧ Ɫ▀τϢϤ לם̋ τ ḧ14ᴑד χ

ΥΤΤμοΜϥάρτσϤϘβʻ 

άχᾚᴣ Ẁ ρʺ ᾕ χ ṛ ⱢᶛˢP17ʾ 18χⱢỲ ◦ὓ▄ χΞκ Ɫᶨ

◦ ͒ᴑsד άχΞκ῝Ặ☼ ◦ ͐ᴑדˣˣϬ ᶓβϥρʺᾚᴣ Ẁ 14ᴑד˼

ṛ Ɫᶛ͐ᴑדπΚϤʺ ᾕ ψᾧ Ɫ▀χ ẏᴟs ᾚᴣ Ẁ χx Ӥ π ṛ Ɫ

Ϭם☼ΰοΜϥάρΥ ΤϤϘβʻβσϩκʺ ṛ Ɫψ Ω ᾢτ ΰοΜϘβʻ  
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į ẀҲ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【主な着目ポイント】 

①「本年度差額」（純行政コスト（△）＋財源）がプラスかマイナスか 

 →プラスの場合、コストを財源（税収や国県等補助金）で賄えている。 

②「本年度純資産変動額」がプラスかマイナスか 

 →プラスの場合、固定資産の無償取得等も含めて、将来へ持ち越す純資産が増え 

ている。 

③「余剰分（不足分）」がプラスかマイナスか、マイナス幅がどう増減しているか 

 →「余剰分（不足分）」がマイナスということは、将来の住民へ持ち越す「ツケ

（負担）があるということ（地方債を発行していると通常はマイナスになる）。 

 

主な変動要因 

 ・PL純行政コスト：純資産を減らします。 

 ・財源（税収、国県等補助金）：純資産を増やします。 

 ・固定資産の無償取得：無償で固定資産を取得したため、純資産を増やします。 

純資産変動計算書は、一会計期間（４月１日から３月 31日）の純資産（及

びその内部構成）の変動を表示したものです。 

資 産 

負 債 

純資産 

 

増 減 
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純資産変動計算書 

自 平成31年４月１日 

至 令和２年３月31日 
（単位：百万円） 

科目 一般会計等 全体 連結 

前年度末純資産残高 25,567 29,466 30,836 

純行政コスト（△） △9,067  △12,992 △15,037 

財源 8,428 12,494 14,618 

 税収等 6,276 7,933 8,902 

 国県等補助金 2,152 4,561 5,716 

本年度差額 △639 △498 △419 

固定資産等の変動（内部変動）    

資産評価差額 △0 △0 △0 

無償所管換等 2 10 10 

比例連結割合変更に伴う差額   △69 

その他 -  -  △1 

本年度純資産変動額 △637 △488 △479 

本年度末純資産残高 24,930 28,978 30,357 

 固定資産等形成分 34,852 40,271 42,067 

 余剰分（不足分） △9,921 △11,293 △11,710 

 

ԁ ᵓὓ ʺ ẉό Ὣχ Ɫ▀χ ₯ᶛϬ ᶓβϥρ ԁ̋ ᵓὓ ψ͒̚ᴑדʺ

ᵓὓϬḯϛθ πψ͑̚ᴑד ḩ̋ Ϙπḯϛθ Ὣψ͐̚ᴑדπβʻ Ч˔Ѕχ

Ϥʺ ₯ᶛΥЫϱЗІρΜΞάρψ ᾚ̋ᴣ Ẁ ϬḯϚЀІЕϬ∞ᾛπ Μ ϦοΜ

σΜάρϬꜘΰοΜϘβʻ 

P16ӟ‭χⱢỲ ◦ὓ▄ ψʺᾝỲχ ◦ϬꜘΰοΜϥχτ ΰʺάχ ₯ᶛψʺΜ

ϩω ṍ σ ◦ϬꜘΰοΜϘβʻЫϱЗІπΚϥΤϣρΜμοθικτ₉ϥ ệπψ

ΚϤϘδϭΥʺЫϱЗІΥ Ψρ ṍ τψ∞ ệΥᾗΰΨσϥάρϬꜘΰοΜϘβ  ̒
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˲ Ɫ▀ ὓ▄ ˢԁ ᵓὓ ˣ Ὂ ᶓ˳ 

純資産変動計算書 
（単位：百万円） 

科目 H29（①） H30（②） R01（③） 
増減 

（②－①） 

増減 

（③－②） 

前年度末純資産残高 27,888 26,453 25,567   △1,435 △885 

純行政コスト（△） △8,873 △9,147 △9,067 △274 ＋80 

財源 7,435 8,159 8,428 ＋724 ＋269 

 税収等 5,707 6,363 6,276 ＋656 △87 

 国県等補助金 1,728 1,796 2,152 ＋68 ＋356 

本年度差額 △1,439 △988 △639 ＋451 ＋349 

固定資産等の変動（内部変動）      

資産評価差額 △0 △0 △0 △0 △0 

無償所管換等 4 103 2 ＋99 △101 

その他 △0 -  -  ＋0 -  

本年度純資産変動額 △1,435 △885 △637 ＋550 ＋248 

本年度末純資産残高 26,453 25,567 24,930 △885 △637 

 固定資産等形成分 36,719 35,690 34,852 △1,029 △838 

 余剰分（不足分） △10,266 △10,123 △9,921 ＋143 ＋202 

 

ԁ ᵓὓ χ Ɫ▀ ὓ▄ ϬὊ ᶓΰϘβʻ 

ᾕ ψʺ “ ЀІЕ̚91ᴑדτ ΰʺ ⁯̋ᾉ Ỳχ∞ᾛΥ84ᴑדπʺ

ЀІЕϬ Μ ϦσΤμθὫᴮʺ ₯ᶛψЫϱЗІρσμοΜϘβʻ 

άχὫᴮʺ 30 Τϣ Ɫ▀Υ͒ᴑדᾚ ΰʺ ᾕ ψ249ᴑדρσμοΜ

ϘβʻˢP7ʾ8χˮ סּ ˢԁ ᵓὓ ˣὊ ᶓ˯Ϝ╥ ˣ 

Ч˔Ѕχ Ϥʺ “ ЀІЕτψᾚᴣ Ẁ σςˮ ΣỲχ◦ ψӟ τↄϭπΜϥs Ϙ

θψῇπ ΞˣΥʺלם τζχ π ΰοΜϥ ˯ΥḯϘϦϥθϛʺ ₯ᶛχ

ЫϱЗІ χᾝỲΥᾚϥρΜΞάρπψΚϤϘδϭΥʺ ṍ τψ ₯ᶛ̺ᾝỲ

◦πβχπʺЫϱЗІΥ ΨρᾝỲϜᾚμοΜΦϘβʻ 

χ ӱϬᾋοϙϥρʺ Ɫ▀ψᾚ ἱΰτΚϤϘβΥ ά̋Ϧψᾧ Ɫ▀χᾚᴣ Ẁ

χ Υ ΦΜάρΥ ԍπβʻ 
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Ϙθʺ ᾕ χ Ɫ▀249ᴑדχ Ϭᾋϥρʺˮ ᾧ Ɫ▀ Ἱ Υ˯348ᴑדʺ

ˮ ˢ ˣ˯Υ̚99ᴑדρσμοΜϘβʻ 

άϦψʺ χ τԏΦὋΥϦϥ Ɫ▀χΞκ ᾧ̋ Ɫ▀ χἹ π֫ ΰοΜϥ

ρʺᾝỲ ψᾝỲτựΜⱢ▀χἹ π֫ ΰοΜϥ ρϬỸ ΰο ΰοΜϘβʻ 

ˮ ˢ ˣ˯ΥЫϱЗІρΜΞάρψʺ № “τϢϥⱢ▀Ἱ σςχθϛʺ

ζχ ιΪ Ϭ χ τ▪ΰοΜϥάρϬ ΰϘβʻ 

ʺ ῝Ặ πψʺ ḧχ χ῝ χθϛʺ ⱢϬβϥ∑τ №Ϭ “ΰʺ

ῇ τ ḥβϥθϛЫϱЗІτσϤϘβΥʺЫϱЗІ ΥῲΥϥρ χ Υ

Πϥάρτσϥθϛʺ ḧχНжрІϬρϥάρΥ πβʻ 
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İ ֛  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

業務活動収支 

通常の行政サービスにかかった

現金の収支 

投資活動収支 

固定資産の取得などの投資にか

かった現金の収支 

財務活動収支 

地方債（借金）やその返済など、

主として投資をするために調

達・返済した現金の収支 

 

通常はプラスになる 

通常はマイナスになる 

プラス、マイナス 

どちらもあり得る 

【主な着目ポイント】 

①業務活動収支がプラスか 

 →通常はプラスになる（マイナスの場合は要注意）。 

②業務活動収支＋投資活動収支がプラスかマイナスか 

 →一般的には、業務活動収支＋投資活動収支（＝フリーキャッシュフロー）がプラ

ス、財務活動収支がマイナス（フリーキャッシュフローで借金の返済を進める）

が理想的。 

  ただし、必ずしも毎年そうである必要はなく、複数年度で傾向を見ることが大切。 

③現金残高が前年度末から増えているか減っているか 

 →今後も安定継続してサービスを提供し続けるために十分な資金があるか。 

 

資金収支計算書は、一会計期間（４月１日から３月 31日）の現金の受払い

を３つの区分で表示したものです。 
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資金収支計算書 

自 平成31年４月１日 

至 令和２年３月31日 
（単位：百万円） 

科目 一般会計等 全体 連結 

業務活動収支 679 907  

 業務支出 7,829 12,272  

 業務収入 8,508 13,178  

 臨時支出 -  -   

 臨時収入 -  -   

投資活動収支 △446 △635  

 投資活動支出 625 837  

 投資活動収入 179 202  

財務活動収支 △254 △349  

 財務活動支出 690 840  

 財務活動収入 435 490  

本年度資金収支額 △22 △78  

前年度末資金残高 517 1,814  

本年度末資金残高 495 1,736  

本年度末歳計外現金残高 21 21  

本年度末現金預金残高 516 1,757  

 

ԁ ᵓὓ ʺ ρϜτʺˮ ⱢỲ ◦ᶛ˯ψЫϱЗІπΚϤʺζχ ⱢỲΥᾚ ΰ

θάρϬꜘΰοΜϘβʻ 

Ộ ᶨ ◦ψ ԁ̋ ᵓὓ ʺ ρϜτФжІπʺ χ“ Ђ˔РІπ ⱢỲΥ

αθάρϬꜘΰοΜϘβʻ 

Ɫᶨ ◦ψʺ ṛ ⱢσςτϢϤ ψЫϱЗІτσϤϘβΥ ṁ̋Ỳχ οϬ Ϟ

βάρϜˮ Ɫ˯ρΰο Ɫᶨ ◦ τὓ ΰϘβˢṁỲχ︡ ΰψ Ɫᶨ ˣʻ 

ԁ ᵓὓ ʺ ρϜτ Ộ̋ ᶨ ◦π αθ ⱢỲχ Ӥ π ⱢϬ“μοΜϥά

ρΥ ΤϤϘβʻ 

∞ ᶨ ◦ψԁ ᵓὓ ʺ ρϜτЫϱЗІπβΥ ά̋Ϧψ №χ ↄϬ ϛθὫ

ᴮτϢϥϜχπβʻ 

Ộ ᶨ ◦π αθ ⱢỲπ ⱢϬ“Μ ή̋ϣτּס Ỳχ ↄϬ ϛθὫᴮ Ɫ̋ỲΥ

ᾚ ΰθάρΥ ΤϤϘβʻ 

ˢ Ὣ∞ τΣΪϥⱢỲ ◦ὓ▄ ψʺ ῝ᵓὓχ ԁ σṁ τṁξΦʺ

χḧ⌠ Ϭ ΰϘβʻˣ 
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˲ⱢỲ ◦ὓ▄ ˢԁ ᵓὓ ˣ Ὂ ᶓ˳ 

資金収支計算書 
（単位：百万円） 

科目 H29（①） H30（②） R01（③） 
増減 

（②－①） 

増減 

（③－②） 

業務活動収支 99 605 679 ＋506 ＋74 

 業務支出 7,318 7,577 7,829 ＋259 ＋252 

 業務収入 7,4 18 8,190 8,508 ＋772 ＋318 

 臨時支出 -  28 -  ＋28 △28 

 臨時収入 -  19 -  ＋19 △19 

投資活動収支 △296 △508 △446 △212 ＋62 

 投資活動支出 847 740 625 △107 △115 

 投資活動収入 551 232 179 △319 △53 

財務活動収支 72 △31 △254 △103 △223 

 財務活動支出 595 623 690 ＋28 ＋67 

 財務活動収入 666 592 435 △74 △157 

本年度資金収支額 △125 66 △22 ＋191 △88 

前年度末資金残高 576 451 517 △125 ＋66 

本年度末資金残高 451 517 495 ＋66 △22 

本年度末歳計外現金残高 22 26 21 ＋4 △5 

本年度末現金預金残高 474 543 516 ＋69 △27 

 

ԁ ᵓὓ χⱢỲ ◦ὓ▄ ϬὊ ᶓΰϘβʻ 

Ộ ᶨ ◦ψФжІπΚϤʺ χ“ Ђ˔РІψ ΠοΜϥάρϬꜘΰοΜϘβʻ

30 ψ︠τ Ϟῖ χ ᴥτϢϤФжІ ψᶈ ΰϘΰθΥʺ ᾕ ψ︠τ

ᵲּי כ◦‹ τṁξΨẚ ʾӺ σςχ⁯ᾫ ỲϞʺ ӽ◓Ӿο◦כⱧỘ

Ỳʺ Ộ Ỳσςχᾉ Ỳχ ᴥΥ◦ χ ᴥϬ ᵕμθάρτϢϤ ή̋ϣτФжІ

Υᶈ ΰϘΰθʻ 

Ɫᶨ ◦ψ ψЫϱЗІτσϤϘβʻ ᾕ ψ 30 ϢϤЫϱЗІ Υ

ᾚ ΰοΜϘβΥʺ︠ρΰο ṛ ⱢϬ ΰθάρτϢϥϜχπβʻ                                        

∞ ᶨ ◦ψʺ 30 ρ τ ᾕ τΣΜοϜʺ Ɫχ∞ᾛρΰο №χ

“Ϭ ΰʺ ↄϬ ϛθάρτϢϤЫϱЗІρσϤϘΰθʻ 
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ı ѝ ʝ ̝ ҵ  

 

ǵ  

 

（１）住民一人当たり資産額（千円） 

算 式 資産合計÷住民基本台帳人口（※） 

（※）当該年度の 1/1 現在 

 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

資産合計 1,767.0  1,715.3  1,687.9  1,646.5  

有形・無形固定資産合計 1,593.3  1,558.3  1,520.5  1,474.4  

投資等・流動資産合計 171.7 157.0 167.4 172.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・住民一人当たりの資産がどのくらいある

かを表します。 

・本町では徐々に減少傾向にありますが、こ

れは主に固定資産の老朽化によるもので

す。 

・資産額は、地域によっては例えば道路がよ

り多く必要になるなど、地理的条件などが

異なりますので、他団体との比較において

はこのような違いに留意する必要があり

ます。 

1,593.3 1,558.3 1,520.5 1,474.4 

171.7 157.0 167.4 172.1 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

有形・無形固定資産合計 投資等・流動資産合計



20 

（２）有形固定資産の行政目的別割合（％） 

算 式 行政目的別有形固定資産÷有形固定資産合計 

 
 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

生活インフラ・国土保全 62. 2 60.9 59.6 59. 4 

教育 26.5 27.6 28.0 28.1 

福祉 2.3  2.3  2. 7 2.7  

環境衛生 0.1  0.0  0.0  0. 1 

産業振興 1.3  1.6  1.7  1.7 

消防 2.6  2.6  2.6  2.7  

総務 4.9  4.9  5.3  5.3  

その他 － 0.0  － － 

  
・行政分野ごとの社会資本形成の比重を表

しています。 

・経年比較することにより、行政分野ごと

に社会資本がどのように形成されてきた

かを把握することができます。 

・本町はインフラ資産の割合が高いです

が、教育関連の投資を進めたことで、教育

の割合が少しずつ増加しています。 
62.2 60.9 59.6 59.4

26.5 27.6 28.0 28.1 

2.6 2.6 2.6 2.7 
4.9 4.9 5.3 5.3 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

生活インフラ・国土保全 教育

福祉 環境衛生

産業振興 消防

総務 その他
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（３）歳入額対資産比率（年） 

算 式 資産合計÷歳入総額 

 
 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

歳入額対資産比率 4.21 4.04 3.82 3.67 

 

 

 

 

 

 

 

（４）有形固定資産減価償却率（％） 

算 式 
減価償却累計額 

有形固定資産合計－非償却資産（※）＋減価償却累計額 

（※）土地、立木竹、建設仮勘定 
 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

有形固定資産減価償却率 65.9 67.4 69.2 70.7 

参考：物品を除く 66.0 67.5 69.3 70.8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでに形成されたストックとしての

資産が歳入の何年分に相当するかを表

し、資産形成の度合いを測ることができ

ます。 

・本町では減少傾向にありますが、固定資

産が老朽化により減少していることが主

な要因です。 

・償却資産の取得価額等に対する減価償却

累計額の割合を表します。 

・耐用年数に対して資産の取得からどの程

度経過しているのかを全体として把握す

ることが可能となります。 

・行政目的別や施設類型別に当該比率を算

出することにより、資産の償却が進んで

いる行政分野や施設について、より詳細

な把握が可能となり、公共施設の老朽化

対策の検討の際の参考情報となります。 

・本町では固定資産の老朽化が徐々に進ん

でいることを示しています。 

 

4.21

4.04

3.82

3.67

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

65.9

67.4

69.2

70.7

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
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ǯ ψǵ  

 

（１）純資産比率（％） 

算 式 純資産÷資産合計 

 
 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

純資産比率 72.3 71.1 70.5 70.4 

 

 

 

 

 

（２）社会資本等形成の世代間負担比率 

 

（２）社会資本等形成の世代間負担比率（将来世代負担比率）（％）  

算 式  

（※）将来世代の負担とならない臨時財政対策債等の特例地方債残高を控除 

 
 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

 10.6 11.0 11.1 10.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保有している有形固定資産等がどの世代

の負担により行われたのかを示しており、

世代間負担の状況を把握することができ

ます。 

・純資産の変動は、将来世代と現世代との間

で負担の割合が変動したことを意味しま

す。 

・本町では徐々に低下しており、今後の財政

運営上留意する必要があります。 

・社会資本形成分である有形・無形固定資産

と、将来世代負担となる地方債残高を比較

することで、社会資本形成における世代間

負担の状況を表します。 

・本町は概ね横ばい傾向で、将来の世代の負

担を抑制しています。 

72.3

71.1

70.5 70.4

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

10.6 

11.0 
11.1 

10.9 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
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（１）住民一人当たり負債額（千円） 

算 式  

（※）当該年度の 1/1 現在 

 
 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

住民一人当たり負債額 490.2 496.1 497.6 486.5 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基礎的財政収支（プライマリーバランス）（千円）  

算 式 1 2  

（※1）支払利息支出を除く 
（※2）基金積立金支出及び基金取崩収入を除く 

 
 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

基礎的財政収支 △94,496 △370,525 270,952 425,588 

 

 

 

 

 

 

 

・住民一人当たりの負債がどのくらいある

かを表します。 

・本町では増加傾向にありましたが、令和

元年度は地方債現在高が減少したことに

より、住民一人当たり負債額は減少して

います。 

 

・地方債等の元利償還額及び基金積立金を

除いた歳出と、地方債等発行収入及び基

金取崩額を除いた歳入のバランスを示す

指標となり、当該バランスが均衡してい

る場合、経済成長率が長期金利を下回ら

ない限り経済規模に対する地方債等の比

率は増加せず、持続可能な財政運営が実

現できています。 

・本町では平成28・29年度は新規投資を増

やしたことなどによりマイナスでした

が、新規投資の抑制等により、平成30年度

からプラスに転じました。今後とも効率

的な財政運営に努める必要があります。 

490.2

496.1
497.6

486.5

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

△ 94,496

△ 370,525

270,952

425,588

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
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（１）住民一人当たり行政コスト（千円） 

算 式  

（※）当該年度の1/1現在 

 
各行政コスト 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

純行政コスト 398.9 409.0 425.8 421.8 

純経常行政コスト 398.2 409.1 424.6 421.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）住民一人当たり性質別行政コスト（千円） 

算 式  

（※）当該年度の 1/1 現在 

 
 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

人件費 73.1 73.5 74.6 75.7 

物件費等 157.5 161.6 164.3 148.9 

その他の業務費用 5.2  5.0  4.3  3.8  

補助金 79.7 84.4 94.4 102.8 

社会保障給付 49.7 52.2 54.7 55.7 

他会計への繰出金 42.8 42.3 44.0 44.7 

その他 0. 0 1.5  0.7  0.1  

合計 408.0 420.5 437.0 431.7 

・行政活動の効率性を示しています。 

・本町では各種施策の実現のために補助

金を増やしてきたことで増加傾向にあ

りましたが、令和元年度はコストの抑

制及び住民人口の増加により減少して

います。 398.9 

409.0 

425.8 

421.8 

398.2

409.1

424.6
421.9

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

純行政コスト 純経常行政コスト
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֞ ǵ  

 

 

（１）受益者負担比率（％） 

算 式 経常収益÷経常費用 

 
 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

受益者負担比率 2.4  2.7  2.9  2.3  

 

 

 

 

 

 

 

 

・性質別（人件費、物件費等）の行政コスト

を経年比較し増減分析することにより、

効率性の度合いを示します。 

・本町では上記の通り補助金を増やしてい

ることがここで表れています。 

・行政コスト計算書の経常収益は、使用料・

手数料など行政サービスに係る受益者負

担の金額であるため、これを経常費用と

比較することにより、行政サービスの提

供に対する受益者負担の割合を表しま

す。 

・ただし、経常収益には、退職手当引当金戻

入益のような、受益者負担の金額とはい

えないものも含まれる場合があるため、

留意が必要です。 

・本町では平成30年度までは微増傾向でし

たが、令和元年度では減価償却費の減少

等により減少しました。 

 

2.4
2.7

2.9

2.3

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

73.1 73.5 74.6 75.7

157.5 161.6 164.3 148.9

79.7 84.4 94.4 102.8

49.7 52.2
54.7 55.7

42.8 42.3 
44.0 44.7 

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

人件費 物件費等

その他の業務費用 補助金

社会保障給付 他会計への繰出金

その他
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